
40 歳からは
乳がん検診

　日本人女性がかかる「がん」の第１位は「乳がん」です。その患者数は年々増加しており、８人
に 1人が乳がんになっています（2023 年のがんり患数 102,592 人）。しかし、乳がんは早期に発見
すれば治る可能性が高い「がん」です。日常的にセルフチェックをしたり、定期的に検診を受けた
りすることで早期発見につなげましょう。

　今年度受診していない人は、この機会に集団検診または個別検診を受診しましょう。また、乳がん以外のが
ん検診も積極的に受けましょう。

集団検診 個別検診（乳がん・子宮頸がん）

実施日・期間

  ●日時　11 月 23 日（月・祝）
  ●受付時間　7：30 ～ 9：30
  ●定員　子宮頸がん 60 人、胃がん 50 人
　　  　　乳がん 80 人、結核肺がん 130 人
　  　　　※大腸がんは予約不要

  ●瀬戸内市民病院
　  子宮頸がん検診のみ実施、令和９年１月末まで
  ●岡山市内の医療機関
　  令和８年 12 月末まで

実施場所   ゆめトピア長船   受診を希望する医療機関

予約方法

  ●受付開始　10 月 13 日（火）8：30 ～
  ●申込方法
  ①電話または FAX（電話は平日 8：30 ～ 17：15）
　☎０８６９-２４ - ８０３１
　FAX ０８６９ - ２４ - ８８４０
  ②インターネット
  　右記の二次元コードから申し
  　込みフォームへアクセスして
　  ください。

  受診を希望する医療機関に直接
  電話予約をしてください。

を受けましょう

見る・触る・感じる「ブレストチェッ
ク」を、バスタイムや寝る前、着替え
るときなど日常的に行いましょう。

乳房の状態を知る乳房の状態を知る
（ブレストチェック）（ブレストチェック）

乳房のしこり・乳房の皮膚のくぼみや
ひきつれなど、いつもと変わりないか
チェック。

乳房の変化に乳房の変化に
気を付ける気を付ける

早期であればあるほど治癒率も高ま
り、身体面・経済面ともに負担が軽く
なります。

変化に気付いたら変化に気付いたら
すぐ医師に相談すぐ医師に相談

症状がないうちに受けるからこそ早期
発見が可能です。働く世代（特に 40
代以降の女性）は忘れずに受診を。

40 歳になったら40 歳になったら
乳がん検診を受ける乳がん検診を受ける

　　健康長寿課
　☎０８６９-２４ -８０３１
問

がんの早期発見・早期治療のために検診を受けましょう

乳房を意識する生活習慣（ブレスト・アウェアネス）

申し込みフォーム

医療機関一覧はこちら▶

胃がん・大腸がん検診も医療
機関で受診できます。詳細は、
令和８年度健康づくりガイド
P14 をご確認ください。 健康づくりガイド
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PICK UP ！

全国の皆さんから 1,193,502,332 円の
令和７年度瀬戸内市応援寄附（ふるさと納税）実績報告

　市では「ふるさと納税制度」がスタートした平成 20 年から「瀬戸内市応援寄附条例」に基づいて、いただ
いた寄附金を寄附者の意向に沿った事業に活用しています。令和７年度に全国の寄附者から本市へ寄せられた
瀬戸内市応援寄附（ふるさと納税）は、総額 11 億 9,350 万 2,332 円でした。

日本全国で瀬戸内市消防職員が活躍
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ご寄附をいただきました

寄附件数
寄附金額

44,490 件（個人：44,467 件、企業：23 件）
11 億 9,350 万 2,332 円
（個人：11億5,508万7,400円、企業：3,841万4,932円）

瀬戸内市ふるさと納税返礼品提供事業者を募集中！瀬戸内市ふるさと納税返礼品提供事業者を募集中！

■令和７年度の実績（令和７年４月１日～令和８年３月31日）

寄附金の活用実績は
こちらから

●ふるさと納税の返礼品に出品するとこんなメリットがあります

大手ポータルサイトに商品
を掲載することができ、販
路拡大にもつながります。

サイト掲載料無料 送料不要

送料は市が負担します。また、送り状
の発行サポートを利用すると送り状の
作成作業も不要です。

返礼品への出品について、手厚くサポートし
ます。まずは市政推進課へご連絡ください！ ☎ 0869 -24 -7095☎ 0869 -24 -7095

「ふるさと納税返礼品に出品したい」とお申し付けください

●返礼品の対象となる品やサービス
市内で提供している体験やサービス、市内で生産・加工している農水産物や食品、市内で製造・製作して
いる雑貨　など

救助技術を競う全国大会で入賞・
熊本県へ緊急消防援助隊を派遣
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　救助技術を競う中国地区大会で、県内消防本部出場隊員の中
で第１位という輝かしい成績を収めた竹原勝之消防副士長は、
８月 22 日（土）に新潟県で開催された全国消防救助技術大会
に岡山県代表として出場。「ロープブリッジ渡過訓練」の種目で、
見事入賞を果たしました。
　全国の消防職員が一堂に集う大舞台で、竹原消防副士長は
日々の厳しい訓練の成果を遺憾なく発揮。市消防本部の代表と
して、力強いパフォーマンスを披露しました。

　市消防本部では、緊急消防援助隊として７月 28 日（火）か
ら８月２日（日）までの６日間、延べ 20 人の職員を熊本県へ
派遣しました。現地では、瓦礫やコンクリート片が山積し、足
場も不安定で危険な状況下で、隊員らは夜通し行方不明者の捜
索活動を実施。少しでも熊本の皆さんの力となれるよう、懸命
な救助活動に努めました。
　被災地の一日も早い復興をお祈りしています。


